
２００５．３．１１

（
３
面
か
ら
続
く
）

（４）

下
り
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
実
験
運
行
に
向
け
、
地
域
住
民
組

織
、
市
、
運
行
事
業
者
の
三
者
で
協
議

会
を
つ
く
り
、
協
議
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
実
験
結
果
を
、
市
内

他
地
域
へ
の
展
開
の
検
討
素
材
と
し
て

参
り
ま
す
。

　

最
近
、
い
わ
ゆ
る
地
下
マ
ン
シ
ョ
ン

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
斜
面
地
周
辺
の
居
住

環
境
の
保
護
と
調
和
を
図
り
、
近
隣
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の

条
例
の
整
備
を
進
め
ま
す
。併
せ
て
、昨

年
６
月
に
公
布
さ
れ
た
景
観
法
の
理
念

に
基
づ
き
、
潤
い
の
あ
る
生
活
環
境
の

創
造
と
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
多
様

な
景
観
施
策
の
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
度
か
ら
本
格
的
な
整
備

に
着
手
し
ま
し
た
南
町
田
駅
北
口
広
場

築
造
事
業
及
び
相
原
駅
西
口
広
場
築
造

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
０
０
７
年

度
の
竣
工
を
目
指
し
、
新
年
度
、
両
地

区
と
も
事
業
に
必
要
な
用
地
買
収
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。

　

一
方
、
番
地
の
不
揃
い
や
飛
び
地
な

ど
、
住
所
整
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
緊
急
時
の
連
絡
や
対
応
、
郵
便
配

達
な
ど
に
不
便
を
き
た
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
の
皆
様
の
意
見
、
要
望

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
住
所
整
理
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
年
度
は
木
曽

町
の
住
所
整
理
に
着
手
し
、
以
後
順

次
、
未
整
理
地
区
に
つ
い
て
事
業
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

対
応
で
き
る
行
政
経
営
を
行
う
た
め
、

昨
年　

月
「
新
・
行
財
政
改
革
プ
ラ

１１

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
行
財
政
の
最
適
化

を
目
指
す
も
の
で
、
事
業
の
実
施
に
よ

っ
て
目
標
が
ど
れ
だ
け
達
成
さ
れ
た
の

か
、
市
民
生
活
に
現
れ
る
成
果
を
重
視

し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
効
果
の
薄
い
事

業
は
見
直
す
、
あ
る
い
は
、
費
用
を
か

け
ず
に
効
果
を
上
げ
る
方
策
を
工
夫
す

る
な
ど
に
よ
り
、
予
算
や
定
員
な
ど
の

限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
必
要
な
重
要
課

題
に
配
分
し
ま
す
。
現
在
、
２
０
０
３

年
か
ら
始
ま
っ
た
第
３
次
定
員
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
５
年
間
で
２
５
０
人
の

常
勤
一
般
職
員
を
削
減
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
こ
の

プ
ラ
ン
を
も
と
に
、
よ
り
効
率
的
、
効

果
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

２
０
０
０
年
４
月
の
地
方
分
権
一
括

法
の
施
行
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
法
令
が
改
正
さ
れ
、

国
と
地
方
自
治
体
は
対
等
、
協
力
関
係

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
地
方
分
権

の
流
れ
の
中
で
、
自
治
基
本
条
例
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
町
田
市
の
地
域
性
を
踏
ま
え
た
、

町
田
市
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
策
定
し
た
新
長
期
計

画
は
、
人
と
地
域
に
焦
点
を
当
て
、
町

田
市
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
様
々
な

ま
ち
づ
く
り
の
要
素
を
資
源
と
し
て
捉

え
、
活
動
す
る
人
を
中
心
と
し
た
、
新

た
な
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
す
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
、ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
よ
う
な
町
田
市
を
、
ぜ
ひ
皆

様
と
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
重
ね
て
、
議
員
各
位
並
び
に
市

民
の
皆
様
方
の
更
な
る
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
私
の
発
言
を

終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
時

間
の
ご
清
聴
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

行
政
運
営
に
つ
い
て

　

三
位
一
体
改
革
な
ど
、
町
田
市
を
取

り
囲
む
状
況
が
不
透
明
、
不
明
確
の

中
、
今
ま
で
述
べ
て
き
ま
し
た
重
要
課

題
へ
の
更
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
成
果
を
重
視
し
、
変
化
に

　

２
月　

日
に
、
原
町
田
商
店
街
の
治

２６

安
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー

防
犯
灯
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
火
入
れ
式

が
、
民
間
交
番
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ッ
ク

ス
サ
ル
ビ
ア
」
前
で
行
わ
れ
、
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
式
典
で
は
寺
田
市
長
、
飯
田

町
田
警
察
署
長
は
じ
め
関
係
者
が
出
席

し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
だ
ま
割
り

に
続
き
、
小
学
生
と
町
田
署
員
に
よ
る

通
報
訓
練
や
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ス
ー
パ
ー
防
犯
灯
は
防
犯
灯
と
緊
急

通
報
機
能
を
併
せ
持
ち
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
で
警
察
官
と
相
互
に
通
話
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
今
回
、
原
町
田

　３月・４月は、転入・転出に伴う手続きのため、市役所の利用者が急増しま
す。平日に来られない方の利用と混雑緩和のために３月最後の日曜日に、転入
・転出等の手続きの窓口を開設します。
○日時　３月２７日（日）午前８時３０分～午後５時
○会場　市役所本庁舎１階市民課窓口他関係各課
　取り扱う業務は下表のとおりです。なお、業務によっては即日処理のできな
いものもあります。 の

商
店
街
に　

基
が
設
置
さ
れ
ま
し

１５

た
。
こ
れ
ま
で
に
都
内
７
地
区
で
設
置

さ
れ
、
町
田
市
は
中
央
区
銀
座
に
次
ぐ

８
番
目
で
す
。

　

ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
原
町
田
の
３

商
店
会
が
市
の
補
助
を
受
け
て　

基
を

２３

設
置
し
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
原
町
田
商
店
街
で
は

近
年
犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
平
成　
１６

年
１
月
か
ら　

月
ま
で
の
犯
罪
発
生
件

１２

数
は
１
５
０
６
件
に
上
り
、
治
安
回
復

へ
の
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
設
置
さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
防
犯
灯

・
防
犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
、
地
域
と
警

察
が
連
携
し
て
、
今
後
も
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

□問
 

安
全
対
策
課
��
７
２
４
・
３
２
５
４

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

で
、
毎
回
出
席
可
能
な
方

○
申
し
込
み　

「
募
集
案
内
」
添
付
の

往
復
ハ
ガ
キ
を
使
用
す
る
か
、
ま
た
は

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
講
座
名

（
コ
ー
ス
名
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
返

信
用
に
も
住
所
・
氏
名
を
書
い
て
、
４

月
８
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送

で
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒　
１９４

－

０
０
２
２
、
森
野
１－

　

－

　

、
森

３３

１０

野
分
庁
舎
４
階
）
へ
。

※
「
募
集
案
内
」
の
冊
子
は
、
３
月　
１１

日
か
ら
市
役
所
・
森
野
分
庁
舎
・
各
市

民
セ
ン
タ
ー
等
、
主
な
市
の
施
設
で
配

布
予
定
で
す
。
な
お
、
３
月　

日
発
行

２１

予
定
の
「
ま
ち
だ
の
教
育
」
で
も
紹
介

し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
一
人
１
通
１
講
座
（
コ

ー
ス
）
で
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、

返
信
ハ
ガ
キ
で
４
月　

日
以
降
お
知
ら

１３

せ
し
ま
す
。

（
注
）
陶
芸
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
市
民

大
学
で
陶
芸
（
連
続
）
講
座
を
受
講
し

た
方
の
再
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
注
）
「
町
田
の
郷
土
史
Ⅰ
」
は
応
募

者
多
数
の
場
合
、
２
０
０
４
年
度
同
講

座
を
受
講
し
て
い
な
い
方
を
優
先
し
ま

す
。

□問
 

ま
ち
だ
市
民
大
学
��
７
２
９
・
１
１

９
５

寺
田
市
長
、
飯
田
町
田
警
察
署
長

な
ど
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま

し
た

問い合わせ担　当　課業　　務　　内　　容

��７２４・２１２３市 民 課

転入・転居等の住民異動手続き及び証明書の発行
印鑑登録及び証明書の発行
戸籍の届出（他の区市町村に本籍のある方は受付の
み）及び証明書の発行
外国人登録に関する事務

２００５年度　前期・通年講座一覧
曜日・時間帯・会場講　　座　　の　　ね　　ら　　い講座名（回数・参加費・定員）

通
年
（
４
月
〜　

月
）

１２

【野外】日曜日　１０：００～１５：００
　　　会場：それぞれのフィールド
【室内】月曜日　１８：００～２０：３０
　　　会場：森野分庁舎（例外あり）

多摩丘陵の自然に親しみ、自然保護の実情を知っていただく講座です。市内の
自然保護団体の協力を受け、それぞれのフィールドにおける体験実習や自然観
察を行うことにより、自然を楽しみ、自然環境保全の認識を高めていただくこ
とをねらいとしています。

多摩丘陵の自然入門
（全１３回・２，０００円・定員５０人）

①第１・３火曜日  ９：００～１２：００
②第２・４火曜日 １３：００～１６：００
③第２・４金曜日  ９：００～１２：００
④第１・３金曜日 １３：３０～１６：３０
【実習】会場：各福祉施設
【講義他】会場：森野分庁舎
（各コースとも例外あり）

町田市の人々は、地域の福祉について高い関心を示しています。市内福祉施設
での体験学習や合同講義等を通して町田の福祉を理解し、ボランティア活動が
身近なものとして捉えられるように学習の機会を設けました。
　①大賀藕絲館コース（知的障がい者通所授産施設）
　②清風園コース（特別養護老人ホーム・デイサービス・グループホーム）
　③花の郷・花の家コース（重度障がい者通所更生・授産施設）
　④福音の家コース（特別養護老人ホーム）

まちだの福祉【４コース】
（全１４回・２，０００円・定員各１０人）

【野外】土・日曜日 １０：００～１２：００
　　　会場：それぞれの活動場所
【室内】土曜日 １８：００～２０：３０
　　　会場：森野分庁舎（例外あり）

地域におけるリサイクル事業の見学や、環境改善の取り組みをしているボラン
ティア団体の活動を実際に体験する講座です。環境に関するボランティアをし
たい方はもちろん、何かしたいけれど何をしてよいか分からない方も、受講を
きっかけにボランティアをはじめることができるよう、様々な現場に足を運び
ます。

町田の環境・参加体験講座
－ここからはじめる
　　　　　　　ボランティア－
（全１２回・２，０００円・定員３０人）

前
期
（
４
月
〜
７
月
）

土曜日  ９：３０～１１：３０（例外あり）
会場：町田市立総合体育館
　　　及び
　　　同体育館周辺

明るく、楽しく、元気よく、健康な身体づくりを始めましょう。この講座は、
身体を動かすきっかけづくりとして、誰でも楽しく、運動が不得意でも参加で
きます。今回は、日常生活の痛みを予防するための生活テーピングや阿波踊り、
太極拳も体験できます。

心と体の元気学
－さあ、始めよう、
　　　　　楽しい健康づくり－
（全１０回・２，０００円・定員６０人）

火曜日 １９：００～２１：００
会場：森野分庁舎
（例外あり）

冷戦の終結とソ連の崩壊から十数年。この講座では目まぐるしく変化を続けな
がら実態が伝わってこない隣国ロシアとその周辺国の今を、歴史、経済、政
治、文化、人々の暮らしなどを通して学びます。

まちだ市民国際学
－日ロ修好１５０年、
　　ロシアと周辺の今を知る－
（全１２回・２，０００円・定員６０人）

木曜日 １８：３０～２０：３０
会場：森野分庁舎

町田の歴史を学ぶための入門的な講座です。郷土史のあらましを知る上で縄文
から幕末まで必要な事柄を時代を追って学習していきます。この講座の受講を
きっかけに郷土について認識を深め、市民としての意識を高めていただくこと
がねらいです。

町田の郷土史Ⅰ
－縄文から幕末まで－
（全１２回・２，０００円・定員６０人）

土曜日 １３：３０～（２時間半程度）
会場：まちだ市民大学陶芸スタジオ
　　　（下小山田町４０１６）

初心者を対象に、電動ロクロの初歩的な創作活動を粘土を練ることから始め、
成形、削り、釉薬掛けから窯出しまでの陶芸工程を一貫して学習し、電動ロク
ロの喜びと楽しさを体験します。

電動ロクロ入門講座
（全９回・１０，０００円・定員２４人）

水曜日　１３：３０～（２時間程度）
会場：まちだ市民大学陶芸スタジオ
　　　（下小山田町４０１６）

初心者を対象に、陶芸の初歩的な創作活動を、粘土を練るところから始め、窯
出しまでの陶芸の工程を一貫して学び、喜びと楽しみを味わいながら体験的に
学習します。粘土との出会いを通して、陶芸芸術文化を味わいます。

陶芸入門水曜講座
（全９回・１０，０００円・定員２４人）

金曜日 １８：３０～２０：３０
会場：森野分庁舎
（例外あり）

ますます加速する社会の変化および価値観の多様化に伴い、私たちを取り巻く
人間関係も変わってきています。この講座では、現代社会における人間関係の
多様性を様々な場面で見つめ、個としてお互いを認め合い、地域で自分らしい
生き方と人との関係のつくり方を講義と話し合いを通して探ります。

人間関係学
－人間関係の多様性を考える－
（全１２回・２，０００円・定員６０人）

問い合わせ担　当　課業　　務　　内　　容
��７２４・２１４３

子ども総務課
住所移動に伴う乳幼児医療の受付

��７２４・２１３９住所移動に伴う児童手当の受付
��７２４・２１３７子育て支援課保育園入所申請の受付
��７２４・２１４４高齢者医療課老人医療証をお持ちの方の手続き
��７２４・２１４１高齢者福祉課介護保険の資格者証の発行事務
��７２４・２１３６ 
�７２４・１１９１障がい福祉課障害者手帳に関する手続き

��７２４・２８７４市 民 税 課
転出入に伴う各種税証明の発行
転出入に伴う原付バイク等の手続き

　住民異動手続きに関連した次の業務も、各担当課で取り扱います。


